
ふ
く

卜ｒ
じ
よ
う

福
オ

福
井

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
市
中
央

一
丁
目
、
大
手
二

・
三
丁
日

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
七
月
１
二
〇
〇
三
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
本
多
達
哉

・
河
村
健
史

・
御
嶽
貞
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
都
市
跡

・
城
郭
跡

（武
家
屋
敷
地
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

・
古
墳
時
代

。
奈
良
時
代

・
室
町
時
代

。
江
戸

時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
江
戸
時
代
福
井
城
本
丸
の
南
側
に
あ
た
る
。
今
回
の
調
査
は
、

Ｊ
Ｒ
福
井
駅
西
日
地
下
駐
車
場

建
設
工
事
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
。

福
井
城
下
の
絵
図
に
よ
れ
ば
、

百
間
堀
を
挟
む
両
岸
は
武
家
屋

敷
地
で
、　
一
部
は
時
期
に
よ
り

火
除
地
と
さ
れ
た
。
木
簡
は
、

翔

士
口
野
川
西
岸

（中
世
）
と
百
間

福

堀
西
側

・
東
側

（近
世
）
の
三

つ
の
調
査
区
か
ら
出
土
し
た
。

百
間
堀
の
前
身
で
あ
る
吉
野
川
の
西
岸
か
ら
は
、
中
世
の
石
垣

。
通
路
状
遺

構

・
砂
利
敷
道
路

・
井
戸

・
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、　
三
ハ
世
紀
中
頃
―
後
半
の
柱
穴

一
〇
十

一
一
三
三
か
ら

一
点
出
土

し
た
。

百
間
堀
西
側
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
家
老

・
高
知
ク
ラ
ス
の
上
級
武
士
の
屋

敷
で
あ

っ
た
。

木
簡
は
、　
一
〇
十

一
〇
〇
五
か
ら

一
一
点
、　
一
〇
十

一
〇
〇
六
Ａ
か
ら

一
五

点
、
四
十
四
〇

一
か
ら
七
点
、
九
―
〇
四
か
ら

一
点
、　
一
〇
十

一
〇

一
〇
か
ら

二
点
、
二
十
二
〇

一
か
ら

一
点
、　
一
〇
十

一
〇
三
六
か
ら
二
点
、
計
三
九
点
が

出
土
し
た
。

廃
棄
土
坑

一
〇
十

一
〇
〇
五
か
ら
は
木
簡
の
他
に
、
大
橋
Ⅱ
期
の
初
期
伊
万

里
や
景
徳
鎮
系
染
付
椀

・
皿
類
や
大
量
の
瀬
戸
美
濃
天
目
茶
椀
、
白
磁
皿
写
し

の
志
野
中
皿
や
南
蛮
長
胴
壺
な
ど
の
陶
磁
器
の
他
、
漆
器
椀
や
人
形

・
下
駄

・

箸
な
ど
の
木
製
品
も
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
中
国
染
付
や
初
期
伊
万
里
等
磁

器
の
比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
、
接
待
用
と
思
わ
れ
る
天
目
茶
椀
の
出
土
量
が

多
い
な
ど
、
上
級
武
士
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
い
え
る
。

廃
棄
土
坑

一
〇
十

一
〇
〇
六
Ａ
は

一
〇
〇
五
同
様
中
国
染
付
や
初
期
伊
万
里

等
磁
器
の
比
率
が
非
常
に
高
い
。

廃
棄
土
坑
四
十
四
〇

一
も

一
〇
十

一
〇
〇
五

・
一
〇
〇
六
Ａ
同
様
中
国
染
付

や
初
期
伊
万
里
な
ど
の
磁
器
の
比
率
が
非
常
に
高
い
が
、
殆
ど
椀
類
で
占
め
ら

れ
、
皿
類
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う
偏

っ
た
器
種
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
珍
し
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い
も
の
と
し
て
古
染
付
向
付
が
二
個
体
以
上
出
上
し
て
い
る
。

以
上
の
一
〇
十

一
〇
〇
五

。
一
〇
〇
六
Ａ

・
四
十
四
〇

一
の
廃
棄
時
期
は
、

出
土
陶
磁
器
の
編
年
や
屋
敷
居
住
者
の
交
代
時
期
か
ら
い
ず
れ
も

一
六
四
〇
年

代
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
棄
土
坑
九
―
〇
四
は
、
他
の
土
坑
と
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
出
土
陶
磁
器

は
絵
唐
津
や
黒
織
部
沓
茶
椀
な
ど
、
慶
長
期
の
い
わ
ゆ
る
桃
山
陶
磁
中
心
で
あ

２つ
。土

抗

一
〇
十

一
〇

一
〇
は
、　
一
〇
十

一
〇
〇
五
に
近
接
す
る
。
瀬
戸

・
唐
津

の
天
目
茶
椀
を
は
じ
め
瀬
戸
美
濃
製
の
御
深
井
脚
付
多
角
鉢
や
陶
胎
染
付
筒
椀

な
ど
、
非
日
常
品
も
多
く
華
や
か
で
あ
る
。
時
期
は
、
大
橋
Ⅱ
１
１
期
の
大
ぶ

り
な
筒
碗
を
写
し
た
陶
胎
染
付
椀
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
伊
万
里
焼
が

一
点
も

出
土
し
て
な
い
こ
と
か
ら

一
〇
十

一
〇
〇
五
よ
り
遡
る
。

廃
棄
土
抗
二
十
二
〇

一
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
類
、
石
製
品
、
金
属
製

品
や
魚
骨
が
出
上
し
た
。
時
期
は
近
世
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
棄
土
坑

一
〇
十

一
〇
三
六
は
、
平
面
は
い
び
つ
な
方
形
を
呈
し
、
東
西

二

・
八
―
四
ｍ
南
北
三

・
六
―
四

。
二
ｍ
ほ
ど
。
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
Ｏ

。

人
―

一
・
二
ｍ
ほ
ど
を
測
る
。
焼
塩
壼
な
ど
の
上
器
類
や
石
製
品

・
金
属
製

品

・
木
製
品
が
出
上
し
た
。
時
期
は

一
七
世
紀
後
半
と
み
ら
れ
る
。

百
間
堀
東
側
は
、
築
城
期
か
ら
武
家
屋
敷
地
と
さ
れ
た
が
、
寛
文
の
大
火

盆

六
エハ九
年
）
以
後
は
火
除
地

（御
菜
園
）
と
地
目
が
変
化
す
る
。

木
簡
は
、
三
十
三
二
九
か
ら

一
点
、
三
十
二
三
〇
か
ら

一
点
、　
一
〇
―
包
含

層
か
ら

一
点
、
計
三
点
が
出
土
し
た
。

上
坑
三
十
二
二
九
か
ら
は
、
土
器
類
な
ど
が
出
土
し
た
。
遺
構
の
時
期
は

一

七
世
紀
代
で
あ
ろ
う
。

土
坑
三
十
二
三
〇
は
、
武
家
屋
敷
地
に
あ
た
る
。
出
土
陶
磁
器
は
、
伊
万
里

焼
椀
や
唐
津
焼
缶
釉
椀
な
ど
大
橋
Ⅲ
期
に
相
当
す
る
が
、
概
し
て
少
な
い
。
出

土
文
字
資
料
は

一
点
の
み
だ
が
判
読
で
き
ず
、
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
。
出

土
状
況
か
ら
大
火
後
に
被
災
物
を
片
付
け
た
も
の
で
は
な
く
、
大
火
以
前
に
廃

棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

柱
穴
一
〇
―
一
一
三
三

ω
　
。
「日

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μＰｏ×
］卜×
∞
ｏ盟

廃
棄
土
坑
一
〇
ｌ
一
〇
〇
五

②
　
。
「
＜
立
口し

ｏ
「
ノ＼
一二口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞Ｐ））〈］∞〉〈∞　　〇∞Φ

Ｏ
　
。
「
＜
日
――
回
は
し
た
て
村

ノくヽ
一日日日日日日日日中山日日日日日日日］
　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『∞〉〈］『〉〈い
　
Ｏω〕

④

　

「

有

□

六

郎

日

― Ｉ

Ш

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Φ

契

Ｐ

受

卜

２

Ｐ



働
き
誰
覧

。「ひョ」へ〔ｍす酢ヵ〕

「浜
名
趣
ュ

孝
顕
寺
」

「Ａげ」甜騨的〕

。
「飛
車
」

名
竜
王
」

「回
□
口
回

「□
□

Ｔ
□
γ

音

　
」

「進
上
」

αゆ  l101  C9) (3)") い)

⑪  Q91 l19   Qの l10   住O   Qつ 摩
票
土
抗

一
〇
ｌ
一
Ｏ
〇
六
Ａ

Φ
ド
Ｘ
や
卸
Ｘ
や
　
Ｏ
Ｐ
Ｐ

戯
ｒ
や
『
×
節
【ω
　
Ｏ
⇔
！

戯
ＰＳ
ｘ
輌
∞
　
ｏ
ａ

∞
〕
Ｘ
や
Ｏ
Ｘ
ド
！
　
⇔
Ｏ
Ｐ

（
庶

９

ｘ
謀

‐×
蕊

ｏ
‘

合
ヽ
じ
×
誤
×
ヽ

自
Φ

（ド
）
Ｘ
出
Ｘ
】

岳
ド

囀やＯ
Ｘ
令
篠
）
×
０
　
０
０
い

「醜
汗
右
毎
壁

「
く
蜜
柑
百
入

「
＜
□
□
」

「
＜
回
□
」

「
＜
岸
村

□
右
衛
門
」

「
＜
日
Ｈ
日
□
　
　
　
」

「岩
回
村
久
左
衛
門
」

「日

回

「日

回

「口

回

」

「口

回

「日

回

「□
村
口
Ｈ
Ｈ
回
」

「進
上
」

中
ド
ω
×
囀
切
Ｘ
卜
　
Ｏ
ω
中

Ｐ
Ｏ
『
×
ｕ
ｕ
Ｘ
御
　
０
０
］

＝
Ｐ
Ｏ
×
や
０
×

０
　
０
い
０

い
Ｏ
ｏ
Ｘ
や
ф
×
ヽ
　
０
餃
］

｝
卜
⇔
×

β
こ

×
ド
　

ｏ
Ｆ

含
的
じ

ｘ
Ｓ

ｘ
ヽ

０
こ

中
い
Ｏ
Ｘ
や
り
×
ｊ
　
Ｏ
μ
Ｐ

台
ｏ
ｅ
ｘ
い０
・メ
ヽ
　
０
こ

Ｐや
０
×
謡
ｘ
い
　
０
＝
Ｐ

径
ドミ
ｘ
厚
釦　
〓
Ｆ

り  側

］　
開田］車前卿」」

124



(

(5

一

，

日
吻
団
日
日日
四
鬱

2007年出上の木簡

)

ｅ

ケ

Ａ

は

日

Ｗ

Ｖ

は
，

日

日

日

日

日

□

．，そ

(14)  (17)

(19)

（
脚
田
剛
凹
⑫(4)(29)

し
|

(37)



⑭
　
。
「　
十
四
日
に

ｏ
十
は
い
　
ｏ
」

・
「
ｏ
十
八
日
に
ｏ
」

十
は
い□

」

⑭

　

「回

⑮

　

「日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
□
日

回

」

□
」

い
　
　
「□〔

郎
力
〕

切
　

「車
□
倉
□
」

困
〇

一

廃
棄
上
坑
四
１

九
月
廿
六
日

④

　

「
＜

日
百
八
拾
匁
」

口

の

　

「
＜
日
川
回
」

〔ほ
力
〕

①

　

「
ひ
し
回
」

働
　

「砂
糖
」

⑫
　
軍降
酪
剛
・ヵ舛
言

⑬

　

「
＜
口
Ｈ
Ｈ
回
」

⑭

　

「
＜
□
□
」

廃
棄
土
坑
九
１
〇
四

∞
　

本
多
七
左
衛
門
」

土
坑
一
Ｏ
Ｉ
一
０
一
〇

⑬

　

「□
事
次
□
」

働

　

「
＜
□
」

廃
棄
上
坑
ニ
ー
ニ
〇

一

①
　
。
「国
□
　
口
日

□
　
口
□

口
Ш

　

　

」

。
「　
□
　
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
回

大
寺
□
回
　
　
　
　
」

（
篤

ｅ

ｘ

Ｆ

ド
×
Ｐ
ヽ
　

　

％

ド
ぶ

ｘ
鴻

×

御
　

８

や

Ｐ
Φ
Ｏ
Ｘ
．】
ヽ
来

Ｏ
　
Φ
ω
〕

（
ド
０
一
）
×
＝
や
×
い
　
Ｏ
μ
Ｐ

Ｎ
ｕ
Ｘ

μ
口
×
嗚
　

０
ド
μ

ミ
ド
Ｘ

い
∞
×
６

　

ｏ
ω
”

Ｐ
］
ド
Ｘ
（
卜
∞
）
Ｘ
い
　
Ｏ
ω
伽

ド
ヽ
中
×
思

×
卜
　
ｏ
ド
ド

Φ
ω
Ｘ

］
卜
Ｘ

ヽ
　

０
中
ド

岸
μ
『
×
選

×
中
　
０
ド
μ

〕
い
騨
×
含
ｅ

Ｘ
∞
　

０
∞
Ｐ

や
Ｏ
Φ
×
卜
∞
Ｘ
∞
　
Ｏ
ф
∞

０
ド
×
Ｐ

，
Ｘ
ヽ
　
ｏ
Ｏ
ω

戯
♯
Ｏ
ｘ
価
い
　
０２

．甫
∝
ω
Ｘ
揃
伽
　
８
Ｐ

Ｐ
卜
や
）
今
ω
∞
〉〈一μ
Ｏ
　
Ｏ
ω
い
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廃
棄
土
坑
一
〇
ｌ
一
０
三
六

⑩

　

「
ち
り
ぬ
る
を

い
ろ
は
に
ほ

へ
と
」

⑩

　

「
　
　
同
日

日
□

＝

廿

い
ろ
は
に
め
ほ
ロ

ヘ
と

り
ぬ
る
　
　
わ
□

よ
た
れ
　
　
　
つ
ね

ら
む
　
　
　
　
　
　
」

土
坑
三
Ｉ
二
二
九

④

　

「進
上
」

土
坑
ニ
ー
三
三
〇

⑫

　

「
日
Ｈ

Ｈ
□

」

一
〇
ｌ
包
含
層

⑬
　
。
「日
日
日
□
」

。
「［‐‐］　　　　　　　　」

］
頓
Ｐ
×

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×
的
　
ｏ
ω
牌

岸
卜
『
×

卜
ω
×

『
　

ｏ
岸
〕

ω
］
×

卜
６
×

Ｎ
　

ｏ
μ
Ｐ

∞
∞
×

ド
］
×

∞
　

ｏ
ω
∞

伽
枷
×

岸
Φ
×

∞
　

ｏ
⇔
伽

②
①
⑪
⑬
⑮
⑫
は
年
貢
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
Ｏ
⑫
⑩
ω
は
曲
物
底
板
。

Ｏ
の

「孝
顕
寺
」
は
藩
主
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
Ｏ
⑩

「ひ
し
□
」
（「ひ
し
お
」

で
あ
つ
じ

⑬

「蜜
柑
百
入
」
⑫
⑫
⑩

「進
上
」
や
、
貴
重
品
で
あ
っ
た
働

「砂
糖
」
な
ど
贈
答
品
と
考
え
ら
れ
る
文
字
が
多
い
の
は
、
上
級
武
士
の
面
目

を
示
す
特
色
と
い
え
る
。
０
は
将
棋
の
駒
。
文
字
は
漆
で
書
か
れ
る
。
⑫
は
箱

の
蓋
の
材
か
。
⑫
は
漆
刷
毛
に
刻
書
す
る
。
的
に
記
載
さ
れ
た

「本
多
七
左
衛

門
」
は
、
現
存
最
古
の
福
井
城
下
絵
図
で
あ
る

『北
庄
家
中
図
』
（慶
長
一
八
年

〈
三
全

三
〉
頃
）
で
は
、
居
住
者
が

「城
代
　
本
多
七
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
、

木
簡
の
内
容
と

一
致
す
る
。
⑭
は
荷
札
以
外
の
用
途
も
考
え
ら
れ
る
。
①
⑩
は

い
ろ
は
歌
の
習
書
。
⑬
は
左
行
か
ら
書
く
。

な
お
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
福
井
県
立

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
佐
藤

圭
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

福
井
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

『福
井
城
跡
』
（福
井
県
埋
蔵
文

化
財
報
告
一
〇
二
、
二
〇
〇
八
年
）

（本
多
達
哉

・
河
村
健
史
）




